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令和６年度第２回北海道地方競馬運営委員会議事録 

日時 令和７年２月 25 日（火）13:30~16:10 

場所 TKP 札幌ビジネスセンター赤れんが前 

 

１ 開会 

（競馬事業室 庄司参事） 

 

２ あいさつ 

（安田競馬事業室長） 

・ 本来であれば、水戸部農政部長が挨拶するところだが、ただ今、第１回定例会が開催

されているため出席が叶わず、私から令和６年度第 2 回運営委員会の開催に当たり一言

御挨拶。 

・ 本日の委員会は、道の条例に基づく附属機関として設置しているもの。今日の委員会

は、改選後初めての開催となるが、委員の皆様方には本当にお忙しい中、御出席いただ

き感謝。 

  また、日頃から道政の推進はもとより、ホッカイドウ競馬の運営に御理解と御協力を賜

り、厚く御礼。 

・ 令和６年度の北海道競馬については、昨年の 11 月 7 日をもって 84 日間の開催を終了

したところだが、発売額については既にご案内の通り、543 億 6000 万円と過去最高額

を更新。 

・ これもひとえに厩舎関係者の御努力はもとより、関係機関団体など多くの関係者の皆

様方の御支援、御協力の賜物であり、また何よりも北海道競馬を応援してくださる競馬

ファンの皆様のおかげと考えており深く感謝。 

 ・ 本日の委員会は委員の改選後初めてということもあり、地方競馬の役割や北海道競馬

の概要について御説明をさせていただくとともに、令和６年度の開催結果並びに７年度

の取組概要についてご説明をさせていただきたい。 

・ 近年の競馬をめぐる情勢は、北海道競馬を含めて、競馬界全体の発売額は好調に推移。 

 ・ 一方で北海道競馬は、２歳のレースの割合が高いということで、例年、春先の出走馬

確保が課題になっていることに加え、７年度からは他の主催者のナイター開催が拡大す

るということになっており、これに伴い発売時間が競合するため、より一層、競馬ファ

ンの皆様に選ばれる競馬をしていかなければならないと考えている。 

・ 加えて、現在進めている門別競馬場の基幹施設の整備も、昨今の社会情勢により事業

費が高騰しており、発売額の確保や他場発売の拡大によって、収益を確保しながら財源

の確保に努めていかなければならない状況。 

・ いずれにしても、北海道競馬は産地に立脚した競馬として、地域の経済・雇用を支え

るとともに、全国の競馬場に強い競走馬を供給するといった他の主催者にはない役割を

担っているので、今後とも馬産地をはじめ、競馬関係者の皆様方と連携しながら、競馬

事業を安定的に運営できるよう取り組んでまいりたいと考えているところ。 
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・ 委員の皆様には、それぞれのお立場から忌憚のない御意見や御提言をお願い申し上げ

て、開催にあたっての御挨拶とさせていただきたい。本日はどうぞよろしくお願いしま

す。 

 

３ 出席状況報告 

（事務局 庄司参事） 

・ はじめに、本日の委員の出席状況を御報告。委員 12 名のうち 10 名のご出席いただ

いており、北海道地方競馬運営委員会条例に定める過半数の出席をクリアしておりま

すことから、本委員会は成立していることを御報告。 

・ 次に、お手元の資料の確認。配布資料は、次第、出席者名簿、運営委員会名簿、配席

図、資料１、資料２、資料２の別紙、資料３、資料４－１、４－２、資料５。御確認い

ただき、不足の場合は事務局までお知らせいただきたい。 

 

４ 議題 

（１）委員の紹介並びに委員長・副委員長の互選について 

（事務局 庄司参事） 

・ ２月６日付けで新たな体制となったことから、委員の皆様を御紹介。各委員から一言

ずつ御挨拶をお願い。なお、小椋委員と佐藤委員の２名は、本日都合により欠席。それ

では石川委員からお願い。 

 

（石川委員） 

・ はじめましての方は、はじめましてよろしくお願いいたします。いつも顔を合わせて

いる方は、今年度もよろしくお願いいたします。石川めぐみと申します。私は今は中国

語から日本語に翻訳の仕事を主にやってるんですが、以前、旅行会社をやっておりまし

て、通訳案内士として外国のお客様をですね、道内、あちこちご案内していたというこ

とで声をかけていただきまして、こちらの方に加わらせていただいております。再任４

期目となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（糸井委員） 

・ こんにちは。はじめまして。一般社団法人 umanowa の糸井と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。当社は新ひだか町から委託を受けて、軽種馬産業を地元の子ど

もたちに伝えるような活動をしております。ただ、来年度の 4 月からは、町からの委託

ではなく自主事業で今行っている活動を続けていくことで、新ひだか町に限らず、日高

管内、道内、全国の子どもたちがこの軽種馬産業ですとか、馬について興味を持っても

らう活動を積極的にやっていけたらなと思っております。なので、ホッカイドウ競馬さ

んに子どもたちを連れて行く機会も多々あると思いますので、引き続きご協力よろし

くお願いいたします。 
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（遠藤委員） 

・ 皆さんこんにちは。平取町長の遠藤でございます。今回、初めて委員をやらせていた

だきます。平取町は、実はホッカイドウ競馬の門別競馬場の隣の町でございまして、管

内は本当に軽種馬牧場が多い中でもですね、ちょっと少ない牧場の数ですけれども、今、

若い生産者も一生懸命、いい馬作りに頑張っているところでございまして、なんとか隣

の町としても、ホッカイドウ競馬を盛り上げたいなという思いでございますので、こう

いうところで色々と勉強させていただければというふうに思います。よろしくお願いし

ます。 

 

（かとう委員） 

・ かとうけいこです。よろしくお願いします。５期で卒業できなくて６期になりました。

ただ、自分でも審議員とかやらせていただく中で、この会が非常に全員が発言をして楽

しい会議なので、なるべく日程を調整して参加しようと思っています。自分は多分、広

報とツーリズムと、石川さんと同じなんですけどインバウンド、その辺の担当かなと思

っていますので、よろしくお願いいたします。 

 

（下河辺委員） 

・ 下河辺隆行と申します。今期初めて参加させていただきましてありがとうございまし

た。私は下河辺牧場と言って、門別競馬場のある日高町で生産、育成、調教までやって

いる総合牧場をやっています。牧場の息子なものですから、生まれてからずっと日高町

で、学生時代ちょっと抜けている部分もあるんですけれども、22(歳)で帰ってきて、そ

れから積極的にホッカイドウ競馬に馬を入れるようになりまして、なんかあっという間

に 30 年経っています。札幌競馬、旭川競馬、いろいろ見てきていますし、牧場の産地

競馬でもありますので、ホッカイドウ競馬は生産界と運命共同体ですので、是非ホッカ

イドウ競馬を良くしたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（出越委員） 

・ 今回、新任の出越茂毅と申します。普段は個人馬主のマネージャーをやりながら、撮

影の仕事などを主にやっております。ホッカイドウ競馬も、オーナーの馬などを実際に

預託して走らせたりする機会が結構多いので、何かしらのお力になれると思いますので、

よろしくお願いします。 

 

（中村委員） 

・ 北海道観光機構の中村と申します。私は２期目ということでございますが、まだまだ

知識が追いついてないところありますので、ぜひ皆さんにいろいろ教えていただきなが

ら、進めて参りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（森委員） 
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・ はじめまして、札幌学院大学の森と申します。学識経験者ということで、前任者が平

本先生で、なかなかの重責で緊張しておりますけれども、私は専門が地域経済を担当し

ておりまして、北海道出身なんですけれども、下関の方に 13 年おりまして、８年前に

札幌学院大学の方に来ました。今、北海道の中でできることって何だろうということで、

こういう機会にいろいろ学ばせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

（山岸委員） 

・ こんにちは。NTT 東日本、現在、NTT 東日本サービス社の山岸英範といいます。今

回一般公募ということで、このような会議が開催されているということに、興味を持ち

まして応募させていただきました。競馬が大好きで、ホッカイドウ競馬も大好きで、あ

と北海道も大好きで、入社してから北海道内で仕事をしてきて、ここであれば何かお役

に立てることもあるのかなと思いまして、今回応募しました。今の仕事との関わりでお

役に立つというのもあるのかもしれないですけど、それよりは北海道が大好きで、競馬

ファンだという目線で何かお役に立てることがあればと思います。これからよろしくお

願い致します。 

 

（山下委員） 

・ ただいまご紹介に預かりました山下でございます。大学時代からホッカイドウ競馬の

PR 活動をサークルとして従事しておりまして、卒業後はこちらで出会ったご縁がきっ

かけで、今はホッカイドウ競馬であったりとか、馬産地の取材を行っているライターと

して活動しております。前期は公募でこちらの運営委員会の方に携わらせていただいた

んですが、前任者の方が退任されるということで、改めて今回また委員として選出して

いただきました。まだ若輩者ではありますが。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ ありがとうございました。 

・ 小椋茂敏委員、北海道農業協同組合中央会の副会長理事と、佐藤元彦委員、北海道新

聞社編集局の次長の２名は、本日欠席ということで報告を受けております。 

 

・ それでは続いて、議題の方に入らせていただく。まず、委員長、副委員長の互選につ

いてということで、新体制での委員長及び副委員長の選任を行う。北海道地方競馬運営

委員会条例第４条では、委員長及び副委員長は委員が互選した者を充てるということ

とされていることから、皆さんからの御意見をお願いしたい。 

 

（山下委員） 

・ 私は、平本前委員長の後任ということで、森委員が委員長に適任かと考えております

がいかがでしょうか。 
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（事務局 庄司参事） 

・ ありがとうございます。その他にはございませんか。（意見なし） 

それでは他に意見がないということで、森委員に委員長をお願いしたい。 

 

（森委員） 

・ よろしくお願いいたします。委員長を拝命いたしました。皆様方と円滑な議論ができ

るよう努めさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 続いて副委員長の選任について、森委員長からお願いすることでいかがか。 

 

（森委員長） 

・ はい。副委員長は山下委員にお願いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 山下委員の方で、お引き受けよろしいでしょうか。 

 

（山下委員） 

・ はい。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ はい、ありがとうございます。それでは委員長は森委員、副委員長については山下委

員にお願いするということで確認したい。よろしくお願いいたします。 

・ この後の運営委員会の進行は、森委員長にお願いします。 

 

（森委員長） 

・ それでは皆様よろしくお願いいたします。引き続き活発な、アットホームな感じでさ

せていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

・ それでは、議題の（２）地方競馬の役割について、事務局から説明をお願い。 

 

（２）地方競馬の役割について 

○ 競馬事業室 福士主幹より資料１を説明。 

 

（森委員長） 

・ 資料１に関する説明に対して、質問等があればお願いしたい。 

・ 最初に私の方から。現場のことは全くわからないというわけではないが、ここにある

「馬の改良増殖」というところだが、表のところで「主に農用馬」というふうな書き方
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がされているが、分かる範囲で構わないが、どんな感じの改良増殖なのか。増殖はわか

るが、改良というのはどういうふうにしたり、何かあるのか。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ 現在、農用馬と言っても、実際に農業に使われている馬というのはいないが、昔は畑

を耕すような形で馬が活用されていた時代があり、その名残で農用馬と言っている。重

種馬、ばん馬といった馬の生産の振興ために充てられる事業となる。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 具体的には、農家さんが優良な成績を収めたメス馬から生まれたメス馬を買うときに

補助金を出してあげることで、優良なメス馬を残すというような目的で補助してあげる

というような形のものがある。そういう形で改良増殖を進めている。 

 

（森委員長） 

・ はい、わかりました。 

 

（下河辺委員） 

・ 今の説明で、古い言葉を使っているので、すごくわかりにくいのだと思う。ただ、私

たちも NAR（地全協）から（改良のための）補助金を交付されている。 

・ ちょっと調べて１つ気になったが、累積赤字というのはまだ 200 億以上あるのか。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ 現在、199 億円あり、毎年少しずつ返済している。詳しくは後ほどの議題でご説明さ

せていただく。 

 

（森委員長） 

・ 次に議題の（３）ホッカイドウ競馬の概要について説明を事務局からお願い。 

 

（３）ホッカイドウ競馬の概要について 

○ 地方競馬全国協会教養センターの騎手候補生向けに作成した、ホッカイドウ競馬の

紹介動画を放映。 

○ 動画放映に続いて、競馬事業室 福士主幹より資料２を説明。 

 

（森委員長） 

・ 資料２に関して説明に対して、質問等があればお願いしたい。 

 

（かとう委員） 

・ 資料２の５ページと３ページについて質問がある。支出の中で賃料等というのがある
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が、これが多分 Aiba の賃料とか Aiba で働いている人の雇用の金額ではないかなと思

うが、これだけ 93%ぐらいネットで買ってくれている人がいて、（売上げが）減ったり

していても 15 か所あるという、この設置の見直しの基準とかあるのかなと思って質問

する。 

・ 私の気持ちとしては、現在ある浦河と静内と、当然門別競馬場は残してほしい、札幌

駅前も残した方がいいと思うが、それ以外は思いきり削って、その分を黒字にできない

のかなと思って。その設置とか、廃止する基準とか、現状何人来場者がいて、売り上げ

はどれだけあって、細かいのは別の機会でよいが、何か方針とか基準があるのかという

質問をしたい。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ Aiba にかかる経費の内訳は５ページには記載していないが、かかる経費と得られる

収入を比較すると、得られる収入の効果の方がはるかに高いと我々事務局としては思っ

ている。資料の上の段に記載している業務協力金収入が 19 億 3000 万円、JRA と他の

地方競馬の発売額によって得られる収入が 19 億 3000 万円あるが、これは Aiba がなけ

れば全く得られないお金となる。Aiba はホッカイドウ競馬を開催している期間も営業

しているが、開催してない期間も年間通じて営業しているので、本体で稼げない時期の

収入源として非常に貴重な意味合いがあり、Aiba の役割があるのかなと思っていると

ころ。 

・ その廃止の基準というのはないが、あまりにも来場者が少なくなったりした場合には、

ちょっと考えていかないといけないと思うが、今のところはどこの Aiba も赤字にはな

っていないという認識であり、引き続き運営営業していければと考えている。 

 

（かとう委員） 

・ ありがとうございました。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 補足だが、基準は今は儲けていないが、経営感覚としては、やはり今言ったとおり、

単年度が赤字になるようであれば、これはもう当然 Aiba 

の廃止の議論はあると思う。過去にも廃止の議論はあった。なぜ今 15 か所持っているか

というと JRA との相互発売で土日売れること、この収入は非常に大きくて、今黒字に

なっているので、そういった関係性もあるので、総合的に赤字になれば当然考えるが、

特に浦河はちょっと厳しいが、まだ赤字にはなっていない。赤字になれば、ちょっとそ

こは検討する余地は出てくるのかなと思っている。 

 

（森委員長） 

・ そうすると、その質問に関連してだが、３ページにあるように、廃止した時は赤字と

なって廃止としたのか。琴似とか岩見沢など。 
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（事務局 安田室長） 

・ 琴似はいろいろ事情があり、今、琴似場外はばんえいの場外になっている。もともと

ネットがあまり伸びない時代に作った場外で、民間が建物を作ってくれて借りていたが、

何を売るかというところで、いろいろオーナーさんと議論があって、そういったことで

ばんえいに移したという経過もある。 

・ あと留萌はやはり、あまり売れなかった、人が入らなかった、そういう経営的な問題

で留萌は廃止した。 

・ 札幌駅前については、大家（オーナー）さんとの賃貸契約の事情があって、継続でき

ないということで、新しいところに移った。そういう経過となっている。それぞれいろ

いろな事情がある。経営的に厳しかったのは留萌。 

 

（山岸委員） 

・ 最初に見せていただいた動画は、騎手の候補生の方向けに、ぜひホッカイドウ競馬で

騎手になりませんか？という動画か。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ そうです。昨年まで 2, 3 年続けて、室長が地全協の施設に出向いて PR を行っている

状況。騎手が、やはり私たちの馬に乗ってもらえるように、変な言い方だが商品なので、

そういった PR の方も含めて必要。人を確保するということで学校に行った。直接騎手

が出向いて一緒に行って PR するという方法もあったが、開催もある中、スケジュール

の部分でそれができなかったので、今回、動画にして、騎手候補生の皆さんに見ていた

だいて PR した。 

 

（山岸委員） 

・ 動画で PR するのはとてもいいなと思った。調教師の方のお話っていうのはすごい、

騎手の方に刺さるというか、話されていた言葉も、２歳馬が多くて頭数が多いってこと

は、いっぱい乗ることができるのかなっていうイメージがあったり。その関わりがある

ということなので、競走馬が一流になるまでのスタートラインに立つまでの調教を、冬

の間も一緒にできるんだよということで、騎手の方にはやりがいがある部分があるのか

なと思ったが、それ以外の騎手に対するメリットというのが動画の中に盛り込まれてい

てもいいのかなと思っている。極端な話、門別のスタンドを２つ紹介していたが、あれ

は我々にはいいが、多分騎手の方にはスタンドが２つあるとか大きいとか小さいとかは、

あまり関係がないのかもしれないので。それよりは、例えば騎手の方に門別競馬にはた

くさんメリットがあると思っている。周りにも牧場が多いので、コミュニケーションが

取りやすいですよとか。場合によっては、ナイターしか開催してないので、本人の体調

の面でも、（他場には）日中だったり夜だったりとかで大変だが、（門別競馬場は）ナイ

ターしかないので、皆さんホッカイドウ競馬やりやすいですよとか。あとは若手の方の
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お話もあったが、先輩の方の話もちょっと入れてみて、ホッカイドウ競馬でずっとやっ

ているけど、こういうメリットがありますみたいなものだったり。あとは、ホッカイド

ウ競馬を開催していないオフシーズンに、北海道の騎手は、九州とか南関東とかに行っ

て、いろいろ活躍されているので、そういうオフシーズンがない競馬場では、他の競馬

場と交流しにくいけれども、ホッカイドウ競馬は先輩たちである石川騎手とか落合騎手

とか阿部騎手とかもいろいろ出て行って 他の競馬場とも交流もできる競馬場なんで

すよとか、もうちょっと騎手の目線から見たメリットをもっと入れていくと、「あ、ホ

ッカイドウ競馬なんか面白そうだな」とか、「ここで働いてみたいな」って思えるので

はないか。私が騎手候補生だったら、もっとそういうことが盛り込んであると、さらに

魅力が感じられるのかなと思ったので、今後そういうのを盛り込んでいただきたい。 

・ ホッカイドウ競馬で働く方々の問題というのは、とても考えていただいていることを

過去の議事録などで見ていた。動画の一つの作り方でも、また携わってもらえる人が増

えるのかなと思って動画を見た。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 実際に私、去年行って話をしてきたが、まさに今ご意見をいただいたようなことが重

要だと思っている。実はこれは前段の動画での PR ということで紹介したが、その他に

も資料を紙で説明している。あとは、藤田君という今年入った騎手に、当日、会場とネ

ットでつないで直に話してもらって、オフシーズンどんなことやるのとか、ギラギラし

たお金の話とかもしながら、１時間半ぐらい授業の一環としてお話させていただいた。

あと、今言われた地方の他の競馬場に行ってどんなことするかというのはやはり大事だ

と思う。実際オフシーズンにやっているので、そういった意見を参考にさせてもらいな

がら、また工夫をしていきたい。 

 

（森委員長） 

・ 正直言うと、もうちょっと騎手候補生に来てほしいというのはあるか。勧誘するとい

うことは。 

 

（事務局 安田室長） 

・ ６年度は１人、先ほど言った藤田君が入ってきて、その前は 2 人入ってきている。７

年度も１人研修に入ってきたが、体重調整が厳しくて残念ながら７年度は教養センター

からは入ってこない。ただ、田中淳司調教師の厩舎から１人のきゅう務員が騎手試験に

受かった。この間笠松で、ちょっと体重調整に失敗したが、７年度は１人デビューする

予定になっている。 

 

（森委員長） 

・ だいたい今、このくらいの規模感というか、もう少し増やしたいというのはあるか。 
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（事務局 安田室長） 

・ やはり騎手から調教師になっていくケースが多いので、まずは騎手を育てると、調教

師にもつながっていくことになるが、今の規模感から言うと、やはり調教師さんも足り

ない。騎手も当然足りない。もう少し欲しいぐらいなので、こういった活動させていた

だいている。 

 

（山下委員） 

・ 今の質問にちょっと付随するが、この地方競馬教養センターの勧誘活動というのは、

ここ 2, 3 年ぐらいから確か力を入れていらっしゃるかと思うが、こちらの反応につい

てのフィードバックであったりとか、あとは新人のジョッキーは、どこの主催者も今、

本当に喉から手が出るくらい欲しいというような状況ではあるかと思うが、なかなか

他主催者さんの動きであったり、それを明かしてしまうと、手の内を明かすみたいなこ

とになってしまうというのもお互いにちょっとあれなのかもわからないが、こういっ

た意味でも、例えば他主催者さんとの情報交換であったりとか、その勧誘活動のフィー

ドバックについて、何か評価するところがあればご教示いただきたい。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 大井さんなどは、騎手の数が多いので乗る機会少ない。我々は開催期間が短いが、先

ほども（動画の中で）角川調教師が発言していたが、他の主催者に比べて乗せてくれる。

そういうことで、大井さんとは情報交換しながら乗れるから来ませんかと言って、短期

で来てもらったりしている。それが門別への移籍までは繋がらないが、そういった短期

での交流や、逆にオフシーズンに短期で他の競馬場に行って乗ってもらうなど、そのよ

うな交流はさせてもらっている。 

・ なかなか教養センターを介して、何か情報交換して、条件が良いから来ないかいとか、

あまりギラギラするような、煽るようなことはしてない。確かに支度金を 100 万円払い

ますよといった、お金はホッカイドウ競馬は一番高く払っているが、そこはあまりギラ

ギラしないような感じでやっている。 

 

（出越委員） 

・ 今聞いた、ジョッキーへの支度金という制度はあるのか。 

 

（事務局 安田室長） 

・ ホッカイドウ競馬は、支度金として、鞍を買ったりとか鞭だとか、ジョッキーになっ

て所属の調教師に入った段階で、このぐらいかかりましたと請求してもらい、100 万円

を上限に支払っている。他の主催者だと 50 万円くらいだが、北海道は 100 万円として

いる。 

 

（出越委員） 
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・ 今、門別競馬場のフルゲートは 16 頭か。それで騎手が 18 人しかいないので、はっ

きり言って全く足りてない。その 18 人も、上手い人は正直 5, 6 人で、中間の人がいて、

あとは実力的にはやはりちょっとっていう人も入っての 18 人なので、本当はあと 10

人ぐらい増えても全然多すぎるという感じでもないだろうし、何か他地区からも来て

もらえるようにするような方法も考えたらいいのかなと思う。もっと来やすくなるよ

うな。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ あと、調教師同士、他の主催者の調教師といろいろ話し合って、変な話、引き抜くで

はないが、事情があって北海道に来ないかとか、移籍という形で来てもらえないかとい

うようなことを調教師同士でやっている。 

 

（出越委員） 

・ 逆になんか出て行ったジョッキーもいるが。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ そういうケースもある。 

 

（糸井委員） 

・ 競馬事業室の認識としては、騎手ももちろん欲しいが、今聞いていると、やはり調教

師さんが辞められたりしていることを考えると、そもそも調教師さんがいないと馬を

預けられないというところから、調教師の確保の方が、正直今の一番の課題だというふ

うに考えていらっしゃるか。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 一番と言われると、両方が課題と考える。厩務員もそうだが。やはり調教師、騎手、

厩務員がその規模に応じた人数がいないと、やはりなかなか運営するには厳しいと思

っている。 

 

（糸井委員） 

・ 去年は、何人調教師試験を受けられたのか。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 今年は３名受けたが合格者はいなかった。いろいろ勉強もされているが、なかなか受

からない。 

 

（下河辺委員） 

・ 資料の５番の収入で、その他 7.7 億円はどのようなものか。 
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（事務局 福士主幹） 

・ これは地方競馬全国協会からの補助金収入や寄付金収入など。JBC 協会さんからもい

ただている。そういった収入となる。 

 

（森委員長） 

・ それでは、議題の（４）令和６年度ホッカイドウ競馬の開催結果について説明をお願

い。 

 

（４）令和６年度ホッカイドウ競馬の開催結果について 

○ 競馬事業室 福士主幹より資料３を説明。 

 

（森委員長） 

・ 資料３に関する説明に対して、質問等を受け付けたい。 

 

（糸井委員） 

・ 今年も JBC を行われて、今年は佐賀と門別でだったと思うが、今回は行けなかった

が、ネットでの盛り上がりとかを見ていると、佐賀競馬さんがすごく力を入れてらっし

ゃるというふうな印象を受けた。逆に私は変わらないで欲しかったなと思ったのは、電

光掲示板に変わったりとか、あとコースもそうだが。 

・ あと当日に、普段はいない誘導馬をあえて２頭ちゃんと置いて、騎乗者もちゃんと確

保したりとか、結構いろんな、初めてやるというところで、結構積極的にやっている印

象が強かった。もちろん JpnⅠの実施場というのもあるのかもしれないが、今年度の

JBC の開催に向けて、門別競馬場として、特に去年と違って今年どういうところを変え

ていくとか、駐車場のところは開放したりといった努力をされていたとは思うが、何か

今年度変えたところとか、力を入れたところは何だったのか伺いたい。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ １つは、ファン目線というよりは、運営側の目線ということになるが、その前の年の

駐車場が溢れて、一時的に時間帯によってはご入場いただけなかったというようなこ

とがあったので、今年度は臨時駐車場を複数ご用意して、溢れた時にはそちらに誘導す

るというような形で、万全の体制を敷いて臨んだところ。結果的に競馬場の駐車場で間

に合ったということで、臨時駐車場は使わなくて済んだ。競馬場の駐車場も、線をきち

んと引いてなかったりとか、効率的な駐車をしていただけないような状況だったので、

そこもちょっとうまく誘導したり、トラロープがなかったところは設置したり、そうい

った工夫はさせていただいた。 

・ あと、イベント的なところでは、なかなか場内のスペースが限られているということ

で、当日、佐賀さんの派手さに比べると、目新しいところは正直、取り組むことはでき
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なかったのかなというところはあるが、8 月に佐賀競馬場とのコラボイベントを実施し

て、向こうの方に、門別競馬場に来ていただき、逆に我々の方も佐賀競馬場に、JBC 当

日ではないが事前に行って、お互い事前の PR をするといった連携した取組をさせてい

ただいた。 

 

（糸井委員） 

・ ここ数年見ていると、まあ大きいレースがあるから頑張ろうというのは伝わるが、何

かこう、毎年こういうところを頑張っていこうというのが、正直あまり変化を感じなか

ったところがあるので、新年度に JBC がどういうふうに変わるのかというところは、

期待して見ていきたいと思うので、よろしくお願いしたい。 

 

（事務局 安田室長） 

・ １点補足だが、競走とかそういう部分ではないが、やはり主催者として JBC を盛り

上げる、あるいはホッカイドウ競馬としてこれからやっていくということを情報発信す

る意味では、今年度、鈴木知事に来場いただいて、たまたまホッカイドウ競馬所属の馬

が勝ったので良かった。 

・ 知事が競馬場に来る機会は、なかなか時間的な制約もあって、難しいところもあるが、

やはり年に 1 回は来ていただくとすれば JBC が一番盛り上がるのではないかというこ

とで、そこは今回、秘書課も含めてお願いして来てもらって、花を沿えてもらった。主

催者としてそういった発信をさせてもらったっていうところはある。 

・ なかなか開幕という話もあるが、ご案内のとおり、開幕は平日であり、大きなイベン

トも企画していないところがあるので、やはり発信するという意味では、JBC と合わ

せてやったほうがいいのではということは、主催者としては考えているところ。 

 

（糸井委員） 

・ 逆に JBC でやることで、主催者側が知事を受け入れるというところで対応に追われ

てちょっと大変そうだなというふうに私には見える。道営記念とか、何かもっと地元の

レースで盛り上げたいところに逆に知事を呼ぶとか、夏の時期に呼ぶとか、そういうの

もいいのではないかと思う。 

  

（事務局 安田室長） 

・ 都合がつけば、我々も今おっしゃったように道営記念は、ホッカイドウ競馬の最高の

レースなので、そこも含めて今後、ご意見を伺いながら日程調整していきたい。 

 

（石川委員） 

・ まず確認だが、２ページ目の一番右下の枠だが、出走馬が少ない時にはレース数を抑

えて、一か所に集中して頭数を増やすことでも売り上げを確保するというようなこと

が書いてあるが、これはやはり、今までこの委員会で何回も聞いていたが、頭数が少な
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いよりもやはり頭数が多い方が競馬をやる方にとっては魅力的であって、要するに売

上も伸びるということが確認されたということでよろしいか。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ すべてのレースに該当するわけではないが、概ねそういう傾向がある。 

 

（石川委員） 

・ これから先は私の感想だが、毎年、やはり馬が少ないのが課題だということをずっと

聞いてきて、やはり生産者にとっては、馬が売れて、社会に入れられて（他地区に）移

っていくという、それも必要なことではないか。今までいろいろなことをやってきてい

ても、なかなか増えないということであれば、やはり少ないところのチャンスに一点集

中というか、レース数を減らしてでも頭数が多いレースを組んでいくやり方の方が、も

しかしたら効果的なのかなということを感じた。 

 

（事務局 安田室長） 

・ １レース当たりの頭数という意味では、発売の話もあったが、やはり我々は、１レー

ス 10 頭を目標にしている。先ほど説明のとおり、７頭以下のレースが増えるというの

は、売り上げ的にもやはり減少する傾向があるので、そういうのはなるべく前の方に持

っていって、後半はしっかり頭数を確保してレースを組んでいくというところに今、力

を入れている。１日の売り上げは平均 6 億円位売るが、だいたい後半３レース、12R, 

11R, 10R、この３つで 6 割ぐらい売る。ここをしっかり、まずは頭数を固めてレース・

番組を組んでいきたいと考えている。できれば１レース当たり 10 頭を目標に今頑張っ

ているところ。 

 

（石川委員） 

・ やはりネットで買っている方っていうのは遠隔地の方で、例えば仕事が終わってから

始めるとか、そういうこともあると思うので、やはり遅い時間の方に資源集中していく

という考え方の方が、もしかしたら、売上的にはいいのかもしれないと思った。 

 

（出越委員） 

・ 門別競馬、ホッカイドウ競馬ってやはりレベル高い。使う側の意見とすると、レベル

が高いのに賞金が安いので割が合わないというのが本音。あとは、馬券はやはり頭数が

増えた方が売れるが、使う側の立場だと頭数が少なくて賞金高い方がもちろん行き渡

りやすいので、まあそれはちょっと都合のいい話ではあるが。ただやはり他の地区と比

べると、１着賞金はどうしてもちょっと金額が少ないのは事実。そして、シーズンが終

わり、移籍をするのにお金がかかる。輸送費がかかる、他の競馬場を手配しなければい

けないというのがあるので、実質半年ここに滞在するということを考えて、やはりコス

パを考えると、そのために北海道に馬を移動させるかのかということが実際にあるの
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で、もっと２歳馬以外でも使いやすい環境があった方が、本当は使う側としてはありが

たい。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 今、出越委員の方から賞金を使う側としては、賞金が高い方がいいというのは、もち

ろん我々の方としてもわかっているが、競馬を行う上で、発売額に対して経費がいくら

かかって、それで賞金がいくらという、大体の目安を置きながら、経営を考えている。 

 

（出越委員） 

・ 賞金が上がってきているのはもちろんわかる。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ ここ数年、賞金は上げている傾向。発売額が順調なこともあって上げている。具体的

には前年度から見て 2 億とか 3 億とか、そういった形で上げていきながら、出走手当

とか本賞金も改善している。 

・ 全国的に見ると、私たちホッカイドウ競馬としても、発売額に対して賞金の占める割

合、予算的な部分になるが、全国的にそれを整理していくと３番目ぐらいで推移してい

る。冬期間実施していないという部分があるが、日数的には 84 日間とか、大井さんで

100 何日とかいう数字ではあるが、具体的な金額はお話ししていないが、いろいろと発

売に対する賞金の金額の割合を考えながらやらせていただいている。 

 

（出越委員） 

・ 開催日数の上限は何日か。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 上限はない。増やすこともできる。今のところ 80 日とか 84 日とか。 

 

（出越委員） 

・ もっと将来的に頭数が増えていけば、4 月から 11 月までずっと、例えば火水木 3 日

間開催とか、日曜日とかで開催をしてみたりとか、そういうことができるか。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 日曜日はちょっと難しい。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 曜日だと、ここ何十年も火水木で固定してやってきており、そこを変えると各主催者

と競合するので、そこはまず変えないでやることを基本にしている。 

・ 日数に関して言うと、先ほど言った２歳馬を出すという使命もあるので、それでいく
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と、やはり 11 月ぐらいで終わって出してあげないと、他の主催者への供給に影響を与

える。それともう一つは、冬場、過去、正月競馬をやったが、経費がかかってしょうが

ない。経費倒れとなる。伸ばすとすれば、凍結防止剤を馬場に入れないぐらいの時期ま

でとなる。今 11 月は結構暖かくなってきているので、雪も結構遅い時期になってきて

いるので、そこが見極めの一つとなる。あと春先は馬集めが課題になっているので、馬

が集まればもっと 4 日競馬、5 日競馬を、例えば週 3 日開催にできれば、90 日開催に

増やすことができることになる。4 月の馬集めをどれだけできるか、それから冬場に向

けて終わりをどこまで伸ばせるかっていうところだと思う。そうするとだいたい、80 日

から 90 日の間かなと思っている。 

 

（出越委員） 

・ 毎週火水木で開催できるようになればいいのかなと思っている。火曜日がなかった時

に、今週競馬あったっけ？みたいな感じになる。 

 

（事務局 安田室長） 

・ そうしてあげないと、やはり調教師さん、厩舎関係者も曜日がずれると調教にも影響

を与えるので、非常に働きづらくなると思う。そういうことも考えると、曜日を固定し

て、その中でどれだけ増やしていくかっていうことを、厩舎関係者の方と相談しながら、

設定していくことになろうかと思う。 

 

（森委員長） 

・ 次の説明をさせていただく。議題の（５）令和７年度のホッカイドウ競馬の取組概要

についてご説明をお願い。 

 

（５）令和７年度ホッカイドウ競馬の取組概要について 

○ 競馬事業室 福士主幹より資料４－１、４－２を説明。 

 

（森委員長） 

・ 今の説明の中で、ご質問、ご意見等があればお願いしたい。 

 

（中村委員） 

・ 私がここに呼ばれている理由は、多分、観光の視点での競馬との触れ合い方だと思う

が、もちろん競馬の運営の内容の部分については、もうここにいらっしゃる専門家の

方々にお任せしたいと思うが、北海道っていうのが馬産地として大変魅力があるとか、

馬に触れ合う楽しさとか、あるいは親しみを持っていただくこととか、そういうファン

の、非常にまだ競馬の中に入り込んでいる人以外の方々にどう馬に親しんでいただけ

るか、他にも来てもらえるかというのを考えていく必要があるのではないかなと思う。 

・ 馬を増やすとか大切なことだと思うが、逆に引退した馬がどうなるのかとか、サステ
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ナブルに取組を進めていただく必要があるのではないかなというふうに感じているの

で、このあたりがうまく PR できれば、観光のほうでもプロモーション等でお手伝いで

きるのではないかと感じた。（次の用務のため、中村委員退席） 

 

（石川委員） 

・ 資料の３番のファンの拡大のところで、無料送迎バスのサービス拡大は、非常にいい

試みではないかというふうに思う。やはり馬産地は、足がないとなかなか行きたいとこ

ろに行けないので、この近隣牧場間の送迎はすごくいいかなと思う。 

・ もう１つ乗客へのプレゼント配布だが、これについてはこんなのはどうかなっていう

のがある。飲食店でよくやる手だが、例えばバスの中で、競馬場に戻る時とかでもいい

が、ハッシュタグで、「門別競馬場」とか、あとは「ホッカイドウ競馬」とか、ハッシ

ュタグを付けて SNS で発信してくれた人には（何かを）差し上げますよ、その画面見

せてくださいというような、来た方が PR をしたくなるような、そういうような試みも

１つあればいいかなというふうに思う。 

 

（森委員長） 

・ 今、公式で持っている SNS は、LINE とホームページと、あとインスタはあるか？X

は？            

 

（事務局 福士主幹） 

・ インスタはあるが、公式 X はない。 

・ プレゼントの配布に関しては、確かに発信していただいた方に配布することで、発信

意欲を高めるという相乗効果もあると思うので、検討させていただきたい。 

 

（森委員長） 

・ 今の件に絡んでだが、無料送迎バスは、先ほど緊急で入れたりすることがあったとい

う説明だったが、バスの確保は今大丈夫なのか。結構大変だというのは、どこの業界で

も観光でも、かなり長期的に年間で確保しないと、あとコストも結構今上がってきてい

るので大変だということだが、それは問題ないか。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ 開催期間中は最低１日１便出していただきつつ、申込みが多かった日には、可能な範

囲で増便してもらうようお願いしている。必要な台数を必ず増便できるかどうかとい

うのは、その時の状況にもよるが、今のところ、この日は 1 台も確保できないという日

はない形で運営はできている。 

 

（山岸委員） 

・ 先ほどの昨年度の取組とか、今年の取組予定とか見ていても、すごく工夫されている
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し、これだったら友人にいろいろ紹介して、ぜひ、ホッカイドウ競馬をやってみたいと

思ってもらえるような内容いっぱいあったので、すごく勉強になった。その中でちょっ

と何点か、さらにこうすればいいのではないかなと思ったのが、昨年の取組の中で、４

年ぶりにホッカイドウ競馬所属のソルジャーフィルド号が中央の馬もいる大きいレー

スを勝った。これは４年ぶりに、北海道から中央の馬を負かすようなスター馬が出たと

いうこと。それなのに、今年の取組予定にソルジャーフィルド号の名前が入ってなかっ

たのが、ちょっと残念に思う。取り組まれるのかもしれないが、ソルジャーフィルド号

という、せっかくの、作ろうと思ってもできないスターができたので、その馬に対する、

例えばもうちょっと取組を強めていったりとか、PR したりとかして、ソルジャーフィ

ルド号がまた今年も走るわけなので。ソルジャーフィルド号ってどうなるんだろうな

って。あれだけ強くて、門別から出たヒーローの馬が今年どうなるんだっていう、やっ

ぱり盛り上げ方を（工夫）していって、ファンの方にも愛してもらうような形ができる。

あとはグッズを作ってみるとか。私、他の競馬場とか行った時に、そういうのが出たら

すぐグッズを作っていたりとか、競馬場入ったらパネルがあったりとか、でっかく文字

が書いてあったりとかして、おお、みんなやっぱり地元の馬を愛しているんだな、好き

なんだなというのがあったので。４年に一度ってなかなかのことだと思うので、せっか

く出てきたチャンスを逃さず PR して、さらにまたそのソルジャーフィルド号をきっか

けに競馬に興味をもっていただける方を増やしていければ、いい循環が作れるのでは

ないかないかなと思う。 

・ ２点目は、既にホッカイドウ競馬入厩馬の密着映像を作っているってことで素晴らし

いなと思っている。その馬が今度どんどんデビューしていく時に、どういう成長過程で

行くのだろうか、デビューはいつなんだろうかっていうのが気になってくると思う。そ

れなので見てみてと勧めやすい。周りの友人とか、競馬をやっている人、やっていない

人、興味ある人に。その馬が今度、その後どういうレースを使っていったかとか、今ど

うしているのかっていうのが、この下に POG という仮想オーナーみたいなイメージで

書いてあるが、せっかく密着している馬をずっと追っていて、皆さんについてきてもら

う、１年間一緒にその馬と一緒にホッカイドウ競馬の１年を見てもらうっていうよう

な取組にして、この後 2 回目、3 回目とユーザーを離さないようにしていくような動画

になっていくことを期待したいと思っている。たくさんの中から、その自分の仮想の馬

を選ぶのではなくて、ホッカイドウ競馬さんがチョイスしたその馬を見て一緒に見て

いこうよといった流れで、逆に絞られている方がライトな方はわかりやすいと思う、対

象が多いとこんなにいっぱい馬がいる中からどれを応援したらいいのかがわからない

となるので、「ホッカイドウ競馬として、この馬かこの馬か、ちょっと２、３頭か、１

頭なのかチョイスしているので、是非この中で気になる馬を追いかけてみてください」

の方がライトな人はわかりやすいのかなと思っている。この取組はすごくいいと思う

ので、この後、さらにどんどん進んでいけばいいと思う。 

・ 最後 3 つ目が、いろいろお話も出ていたが、観光や滞在は門別の牧場との間のバス

とかもいろいろ考えて、取り組むことになっていたが、人が多い JBC の時とかに、観
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光の知識を持った方に、事前に北海道にきてもらうのか、事後に滞在してもらうのか、

何かセットの取組を考えていただき、人が多い時に少しでも逃がさないようにして北

海道を満喫してもらうというのはまず１つある。あと、全く別な視点で、人が普段少な

い穏やかな時に、何をしてもらうのかということもまた考えていかなければいけない

なと思う。先ほどの開催日程の関係だが、いろいろ難しいかもしれないが、素人の考え

だと、例えば札幌競馬を中央でやっている時の月曜日に開催すると、ファンとしたら日

曜日に札幌競馬を見て、月曜日に門別を見てから火曜日に帰ろうかというプランも組

めて、中央競馬と連動して地方競馬を見ることもできる。今だと火曜日になっているの

で、月曜日が１日空いてしまうので、そこに何か挟み込んで、火曜の門別競馬までを見

て北海道を満喫していってねといったような形にするのか。北海道に来た時にこうい

うプランがあると中央も地方も一緒に見られる。中央の札幌競馬に来る方って全国か

らたくさんいるので、その方を少しでも、門別とか日高のエリアの方に取り込めるよう

な、ホッカイドウ競馬の取組になっていくと、さらに盛り上がってくるのではないかな

と思った。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ 最後の三点目について、今、ばんえい競馬さんと JRA 札幌競馬場さんと検討してい

るところだが、競馬場めぐりツアーということで、日曜日に札幌競馬場を見ていただき、

翌月曜日にばんえい競馬、そして火曜日に門別競馬場ということで、お連れするような

ツアーが組めないかというようなことを考えている。 

 

（山岸委員） 

・ たまに何年かに 1 回、北海道に来る方には魅力的なツアー。一度で全部行けるので。 

 

（森委員長） 

・ 二点目に関しては、経済心理でも言われていることで、選択肢が多すぎると、みんな

飽きてしまうというか、やめてしまうというのがある。私もおっしゃるように、いくつ

かに絞ってその中から、５頭ぐらいから選んでもらうということにした方が多分、良い

かなと思う。 

 

（下河辺委員） 

・ 言いたいことがいっぱいあったが、ちょっと絞って。今ちょうど山岸さんに聞いてい

ただいたので、私も北海道の馬産地競馬というものを考えた時に、北海道・門別競馬場

が一番の馬産地だが、札幌競馬場、函館競馬場も馬産地競馬を謳っている。なので北海

道・ホッカイドウ競馬という括りでやったらいいのだろうと思う。今の話ではなくて、

将来的にはいいだろうなと思う。 

・ 質問としては、先ほど YouTube でなまちゃきとか、僕も好きで見ているが、やはり

ツイッターX、あれが一番手軽だと思う。ウチでもやっていて、あれが一番簡単に見る
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ことができて、一番発信力があるのではないかと思っている、今冬、冬季はこんなこと

やっているといって冬の発信もできる。発信はすごく短くする、長いと見る気がしなく

なるので。今ツイッターは、「がんばれ！ホッカイドウ競馬」をやられていると思うが、

そうではなくて、本腰を入れてツイッターを活用したらいいのではないかと思う。見る

人はもっと簡単に見ることができる。 

・ もう１つは競馬日程。地全協で協力していなくて、ナイターばかりみんなやり出して

いるので、地方競馬の潰し合いになっている気がする。みんな仲良く、これから将来に

向けて。原資は決まっている中、それを今取り合っている状況なので、そこをもうちょ

っと仲良くできたらなっていうのがある。 

・ ダートグレード競走について、この委員会で言っていいことかどうかわからないが、

ダートグレード競走が今、確立されているが、北海道の賞金は 170 方式。ダートグレ

ード競走が４競走あるが、大きなレースで中央と地方が交流して強い馬が来るが、賞金

が 170 方式と 190 方式がある。JRA は 190 方式。１着賞金はどんどん上がっているが、

北海道は２着からの賞金が低い。そうすると、他場から北海道に来て、レースをして２

着だったら賞金がそれほど加算されない。賞金が加算されないと、JRA に戻った時にレ

ースに出られない。重賞競走の２着でも、賞金が足りなくて。なので、ダートグレード

競走の４競走だけでも 190 方式にしないと、他場さんに対して失礼なのではないか。

２着賞金、３着賞金を上げる、２着賞金を上げる必要があると思っている。これは今年

できることではないと思うが、ちょっと他場さんに失礼なのかなというふうに感じて

いる。 

 

（事務局 福士主幹） 

・ 190 方式、170 方式の件について、現在 170 方式ではあるが、今年度からその配分率

の中の見直しを行い、２着から５着のところの割当の配分を、上位の２着の方に厚みを

持たせるような形で、他場と合わせるような形で、まずそこを対応させていただいてい

る。今後の課題となるが、JRA さんからもなるべくダートグレード競走は、190 にして

ほしいというようなことも言われているので、予算の全体バランスも考慮しながら検討

していきたい。 

 

（森委員長） 

・ 生産者さんの方に、このイベントのことで聞きたいと思ったことが、近隣牧場間の運

行といった場合に、いろいろ観光客の方が決められたところという感じではあるが、そ

れで今度興味を持つと、また違うフリーの人たちが入ってくる危険もあるのかなと思っ

たが、そのあたりは生産者の方としてはどう考えられているか。 

 

（下河辺委員） 

・ 日高の牧場に足を運んでくれるというのが、私たちにとって一番ありがたいこと。今、

先ほど言われていた牧場間というのは観光牧場の方だが、やはり一般の人たちがまず牧
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場というものを見てくれて。日高町は小さな町だが、一応住宅街があるが、住宅街に住

んでいる人の中にも、「山の方に入るとこんなに牧場があるのか」と街の人でも知らな

い。なので、そういう景色でも見ていただけたら、興味を持っていただけたらすごくあ

りがたい。僕は一番子供のことを大事にしている。子供が成長して馬券を買うわけなの

で。今、JRA の人にも言っているが、とにかく子供を競馬場に連れて行って、将来その

子たちが馬券を買うのだからということを、しきりに提案している。未来のためにも、

是非来てほしい。 

 

（森委員長） 

・ ルールを守った上で、ファンを幅広く増やすっていうことですね。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 先ほど下河辺委員が言われた日程調整の関係については、まさに我々も地全協に調整

してくださいとお願いを機会あるごとにしている。今ネットが 9 割占めているので、あ

る程度どこでも買うことができる状況になっている。それから冬場は結構ナイターをや

らないところがある。西に行けば冬も出来るので、365 日の中で調整できるのではない

かと言っているが、やはり夏場に各主催者がナイターを持ってきてしまうので、今はち

ょっと競合状態になっている。本当ご指摘のとおり、やはり全体でバランスよくやって

いかないと共倒れになる可能性があり、そういう危機感を我々持っているので、引き続

き働きかけていきたい。 

・ あと YouTube とツイッター(X)については、引き続き検討させていただく。 

 

（遠藤委員） 

・ 地元で競馬場の組織（北海道軽種馬振興公社）の役員もやっていので、内情等はだい

ぶ押さえているつもり。500 億、今年度史上最高ということで、事務局としては、私は

本当に健闘しているなという思いがある。今、新しく競馬場の工事に着手しており、い

ろいろ人の充実に関しては施設が新しくなることによって、効果もある程度期待できる

のかなということも思っている。 

・ 実は私の平取町でも、平取デーということで、１日中「びらとり」の冠を付けたレー

スをやる日を設けている。先ほど下河辺さんからもあったが、なかなか地元の方が、牧

場もそうだが競馬場に行く機会は、一部の方以外はなかなかいないというのが現状では

ないか。とにかく隣町の町民が、隣町の立派な施設を利用しながら競馬を楽しむという

機会を増やしたいというのが、１つ重要なところだという思いでやっている。 

・ 本当に競馬をする方は、先ほど言ったように、例えば、札幌競馬場、門別、帯広とか、

それから競馬の馬の育ったような環境を見て歩けるようなツアーとか、きっとものすご

く興味を引くのではないかと思っている。 

・ 私どもの取組の１つで、日高山脈が去年国立公園になったが、そこの一番高い山がう

ちにある。四百名山の１つで。そこのプレミアム登山をふるさと納税の返礼品にしたと
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ころ、ものすごい反響だった。何かそういったプレミアム感のあるような競馬場巡りと

か、そういうツアーを返礼品の１つにでもすると、各自治体さんもそれなりの心得があ

るので、より情報発信につながるようなことにもなるのではないかという思いもある。 

・ とにかく競馬場に足を運んでもらうことが、近隣の自治体としてすごく大事なことだ

なと思っている。やはり観光１つでも、競馬場を１つの核とした近隣町への人の還流と

か、そういうのも非常に可能性が大きいと思う。そういう我々自治体としてもバックア

ップという意味で、いろいろ取り組んでいければという考え。 

 

（森委員長） 

・ 札幌から、都市部から来て見て、そこに興味を持ってもらって、ここにちょっと滞在

するという、そういうルートが出てくると、そのまま帰ってしまうということもなくな

る。 

 

（糸井委員） 

・ モノの充実のところで、今工事が進んでいると思うが、資材とかそういう関係で、遅

れたりとかしているとか、特にはないのかどうかということが１つ。 

・ あと、こちらの委員会に入って始めから話があった、新しく馬との触れ合いの施設を

作るということを当初伺っていて、新しい厩舎のところに馬を置けるようなところをど

こか、触れあったりとか出来るようなところを作ることを検討していることを聞いてか

ら、もうあれから２年経っているが、今現在、どの段階まで進んでいるのかを知りたい。

そこの場所で、ホッカイドウ競馬で競馬を楽しむ際に、今の皆さんのお話もあったよう

に、やはりどこでも牧場が入れるわけではないというところで、そういう施設が、馬と

触れ合える施設が、競馬場の横にあるというのがすごく重要なこと。さらに日高町では

やはり気軽に、おひさま牧場とかそういった場所はあるが、馬に乗ったりとか、馬のこ

とを学ぶ場所が日高町にはないという現状があるので、そこを通して競馬場に行く、地

元の人もそこを利用することで競馬場に足を運んでもらったりすることもあると思う

ので、現段階でどこまであのビジョンが固まっていて、構想まで進んでいるのかという

ことにずっと私は興味があって、伺いたい。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 馬とのふれあい施設のビジョンとか計画について、また競馬場の整備の進捗について

は、軽種馬振興公社の事務局長から説明をお願い。 

 

（公社 濱田事務局長） 

・ 私のほうから２点ご報告させていただく。令和５年の 12 月から今年、令和７年 10

月末を計画に、新しい厩舎エリアを今まさに工事中。厩舎エリアの総面積は 14 ヘク

ターほどで、木が生えていた全くの雑種地から開発を進めており、木を伐採し、造成

をし、それから建物を建て、電気、水道、排水、インフラすべてそこに揃えなければ
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ならないが、10 月末までに完成する計画にしているので、目下、建設業者の方が１日

当たり 250 人ぐらいで工事に当たってくれている。なかなか環境的には資材価格の

高騰、労務費の高騰、これは著しい状況で、当初よりもかなり上がっているのは正直

なところ。ただ、そこは別に置いておいて、工事がうまく進むのかという面でいけば、

資材調達については、価格は上がりながらもなんとかすべて目処が立っている。人夫

の確保の関係では、全国的にも人の取り合いというのは正直あるが、今回厩舎エリア

の工事は、主としては日高地区の業者が中心に工事を行っていただいているので、人

夫の確保もできており、ほぼ計画通りに行くのではないかというふうに見ている。な

んとか頑張っていきたい。 

・ ふれあい広場の関係は、門別競馬場の基幹施設の整備後、全体的には令和９年度末

に完了する予定だが、その後にふれあいの場を競馬場の隣接したところに作っていこ

うという構想も打ち立てており、２年前から皆さん方にはお話をしているところ。こ

れについては、競馬場の整備とは切り離して、地元の日高町さん、あるいは日高振興

局さんとか、そういった方々と一緒になって進めていくべきだろうということで、日

高町の役場の方々といろいろな検討をしている。なかなか初めて構想を立てるという

こともあるので、全く材料もないというわけにはいかないので、昨年、それから今年

も、全国の事例の調査に行かせていただきながら、それを踏まえた上で構想の肉付け

をしていきたいなというふうに考えている。現段階では以上です。 

 

（糸井委員） 

・ もう２年前からその話があって、今でも正直変わっていく感じがない。でも２年とい

うのはあっという間に経ってしまうという状況の中で、やはりもう次の 4 月からが本

当に本腰を入れて、そういう施設を作っていくんだったら、やっぱりそこに熱意のある

人を置いて、そして馬もやっぱり引退後のサスティナブルなっていう話も先ほどあった

が、そういうところに門別競馬場で活躍した馬を置いて、誘導馬も今現在出てない状況

なので、そういうところから誘導馬も出したりとか、そういうふうな施設になるために

は、かなり真剣に今年からやっていかなきゃ合わないのではないかと正直思うので、 

そこは力を入れたほうがよいかなと思う。 

 

（事務局 安田室長） 

・ 補足だが、引退馬の関係については、競馬場として協力できるところは協力していこ

うと思っているが、運営をどこにするというところをしっかり決めていかないと、なか

なか前に進まないのではないかというふうに思っている。そこは今、日高町さんともい

ろいろ相談しているところなので、そこの進捗状況かなというふうに思っている。 

・ それから今、価格の高騰の話があったが、予算的には先ほど申し上げたとおり、500

億の売り上げを計画しているので、その中で基金に積んでいくことにしている。それで

９年度までで、一応、今現在としては、全体の業務エリアを含めて整備できる予算は確

保できているという状況にはなっている。 
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（山岸委員） 

・ 帯広競馬場では、競馬場の敷地内に馬が４，５頭いて、餌をあげたりとか、触れ合った

りできるようなスペースができている。そこであれば、例えばどこが運営しているのかと

か、そこよりもっと何か素晴らしいものができればいいが、１つ考えるベースとしては、

どのぐらいの費用で、どのくらいの時間がかかったらできて、どこが運営しているのかと

いった１つの簡単なモデルケースにはなるのかなと思う。そういうのも参考にしながら。

僕も他の競馬場に行っても、馬がいて餌をあげられるっていうのはあまり見たことないが、

帯広にはあった。競馬場に入ってすぐに横のところに。そういうところが、糸井さんのお

っしゃるふれあいに近いところもあると思うので、そういう既にやっているところとかも

参考にしながら進めては。少しでも早くという話だったので参考までに。 

 

（森委員長） 

・ 時間が押してきたので、あと 10 分を目処に進めたい。 

・ それでは最後の議題に入りたい。議題の（６）北海道競馬推進プランについてご説明

をお願い。 

 

（６）北海道競馬推進プランについて 

○ 競馬事業室 福士主幹より資料５を説明。  

 

 （森委員長） 

 ・ 今の説明の提案というのは、これは次回の予告ということになるか。 

 

 （事務局 福士主幹） 

 ・ そうです。 

 

（かとう委員） 

 ・ この２の次期プランの方向性を次回の 7 月に事務局が作っていただくのに参考にして

ほしいと思い、提案が一つある。下河辺さんとか遠藤町長からも出ていたが、やはり地

元の人たちがサラブレッド牧場がこんなにあることの価値を分かっていないというか、

十分理解していないので、私は担い手造成とシビックプライドを作り上げるという意味

で、新ひだかは糸井さんが子どもたちを連れてきて競馬場に行っている姿を見ているが、

7 町全部が例えば小学校３年生で、その他の授業とか探求の時間とかで、半日ぐらい私

たちが見せてもらった坂路とか、新しい競馬場のところとか、そのレースのない日に小

学生を全町で行くというのを４期には絶対入れてほしいと思っていた。それをした後は、

今度は私や中村さんとか観光振興機構で考えるが、修学旅行の誘致で、北海道の農泊と

いうのがすごくトレンドになっているので、競馬場で経済動物がどういう扱いを受けて

いるかとか、そういうところを見るような、それをちゃんとお金を一団体当たりきちん
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と取って、というようなことをして進めていくという意味で。地元、次は本州の高校生

みたいな、そういう流れを入れてほしいと思う。 

 

 （森委員長） 

 ・ これは参考にしていただくということでよろしいか。次提案されるということなので、

その時に、また提案の時に加えるという形でもいいので。 

 

 （森委員長） 

 ・ それでは、事務局から用意した議題はすべて終了したが、全体を通してご質問やご意

見があれば御発言をお願い。（特になし） 

 

５ まとめ 

（森委員長） 

・ 引き続き次回の運営委員会で、最終年を迎える第３期プランの取扱いを、これまでの

取組状況を検証するというとともに、今までのような、私も今回、委員長をさせていた

だいて、こんなにも議論が盛り上がるのということに感動した。 

・ どうしても私も最初入ってきたということで拙い進行になったかと思うが、このよう

にいろんな方々意見を踏まえて、より良い北海道競馬の推進になればと思うので、引き

続き皆様には御協力いただきたい。どうも今日はありがとうございました。 

 

（事務局 庄司参事） 

・ 皆様方からの貴重な意見いただき、大変ありがとうございます。また、委員長も長い

時間進行いただき、大変ありがとうございます。 

・ 以上をもちまして、令和６年第 2 回の北海道地方競馬運営委員会を閉会させていた 

だく。閉会に当たり、安田室長より一言御挨拶。 

 

（安田室長） 

・ 長い時間、本当に委員の皆様からたくさんのご意見をいただき感謝。また、森委員長、

本当に進行ありがとうございます。 

・ 今年度ホッカイドウ競馬、約１ヶ月半、4 月 16 日から開幕を迎える。ただいまいた

だいた御意見も参考にさせていただきながら、主催者としてしっかりこれから準備を

進めていき、良いスタートが切れるように取り組んで参りたい。 

・ 次期プランの取扱いについても、今いろいろ意見をいただいたので、そういったこと

を含めて、また御提案申し上げたいと思っているので、引き続きよろしくお願いをした

い。 

・ 本日、誠にありがとうございました。 

 

（以上） 


